






報告書（支援課）

申請日 2025-06-25　文書番号：202506250230 - 11590

申請者 宍原荘　支援3課長　鈴木 清張

用件 【 報告 】宍原荘・かしわ寮地域連携推進会議実施報告・会議録

対象施設 かしわ,宍原荘

　　　

稟議内容

表題の施設見学と会議を行いましたので、下記の通りご報告いたします
記

【目的】
• 事業所と地域との連携による ①利用者と地域との関係づくり、②地域の人への施設等や利用者に関
する理解 の促進、、③サービスの透明性・質の確保、④利用者の権利擁護 を目的に、事業所が設置す
る外部の目を入 れた会議体。
・法定会議

【日時】R7.6.20 (金) 13:00～

【場所】見学：宍原荘・かしわ寮     会議場所：多目的室

【参加者】地域代表   ：宍原工業団地 興進 望月社長   
                  保護者代表：宍原荘  岡田吉弘様（岡田真和様 保護者）
                                       かしわ  北川美香様（北川征豊様 保護者）
              ご利用者代表： 宍原荘 阿部ひとみ様
                                        かしわ  大室春樹様
                      施設職員：杉山常務理事
                                        遠藤地域連携推進部長（体調不良のため欠席）
                                        小長谷総務部長
                                        鈴木支援課長
【会議内容】

開式の挨拶：常務理事

施設が地域に対してクローズドな印象を持たれがちであることへの課題認識と、今後はオープンな情
報共有・交流を進めていく方針が示された。また、地域代表（株式会社興進社長）への謝辞と、地域
住民・保護者・ご利用者が一体となった活動推進の重要性が強調された。

会議内容：添付資料

委員よりご意見ご感想について

興進：望月社長

先日、神奈川で障害者が多く働く工場を見学されたとのこと。その際にご利用者の方々への理解と受
け入れ、そして作業における安全確保の重要性を改めて感じ、私たちも共感したとのこと。国内のも
のづくりが、海外では難しいく細やかな作業や手間の掛かる作業にシフトしている中で、見学した企
業がある程度の数を集中してこなせる強みがあるという点は大変興味深く障害者雇用の重要性も感じ
た。また、宍原地区の地域性や自然災害時の対応、そして工業団地との連携の必要性についても今回
の機会も貴重と感じている。地域全体での協力や情報交換は非常に重要だと考えている。



岡田吉弘様（岡田真和様保護者）

「ヒヤリハット」の取り組みはどこでも行っていると思うが、「にやりほっと」の取り組みについて、
大変良いものだと感じている。Tボールでの様子から　「にやりほっと」のように、たとえ上手くいか
なくても「ここがダメだったけれど、他は良かったね」という前向きな気持ちを、宍原荘だけでなく
家庭でも大切にしていきたいと思い大変嬉しく思う。

北川美香様（北川征豊様保護者）

兄は以前の居住棟から宍原荘でお世話になり現在はかしわ寮で生活していますが、第二かしわ寮が新
設され非常にきれいな建物で生活ができていると思う。同時にとても安心安全に感じている。

阿部様

支援員がとても親切で日々楽しく過ごしている

大室様

第２かしわ寮の生活は宍原の地域にも慣れているので楽しいく、今の楽しみは畑での野菜作りや、か
しわ寮メンバーで行うバーベキューとのこと。

閉式の挨拶：小長谷総務部長

施設運営の歴史的背景と法制度の変遷について説明。

今後は「意思決定支援」を重視しつつ、第三者（地域住民等）の目を入れたオープンな運営を目指す
方針。

コロナ禍で制限されていた面会も再開し、今後も年1回以上の地域連携会議や見学機会を設ける意向が
示された。最後に会議参加に対する謝辞を皆様へ伝える。

以上
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